






        亙∈B掘 ．
定理
  （2）     D（X、，K、；β、、）≧γ＊／2＋ユ戸η（λ、）一pγη（λれ）1／2，
  （3）     D（X，，，γ”；B、）≦γ＊／2＋1－／Pxη（λ、）十Pγ祠（λ”）1／2．
ここにγ＊，γ＊は修正情報量を用いて表現される諸量（詳細略）．
例 （自由度mのト分布の正規近似）
             1    X・≡X～ル）＝冴・■洲2（一○○＜κ＜○○）・
ト約（／）一÷「（㍑12）（！・÷ジ十’胞（一…1…）
            A”＝［一α，α］（α：Posit．const．，≧3）
この時m≧1に対し
              1  （4） D（X｛；丑）≧ブ（・刊’m・・｛τ1（α）・O｝，






   10ガー3（！＋τ”3）（1＋C1／3＋〆一3）
4（c）＝    3一一68f1／3一←98才2／3一ト3C3μ  ’
  ＿（1＋∫1／3）（！＋CU3＋ご2－3）（α十8Cl／3＋f2∫3）
m（オ）一        11＋38C1’3＋11〆紀
／（1）二1／3，m（1）＝1．   （C＞O）．
         空間地震パタンのベイズ型モデルによる統計解析
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数（κ，ツ，z）を
      Prob｛event in a vo1umeムx4x∠尾｝＝λ（κ，y，z）ムん∠、十〇（ム4∠互）
と定義されたものとすると上の仮定から














                ∫（z lκ，y）＝β（κ，ツ）e一β（x・ツ〕2
を考えてβ（κ，ツ）の空間的な変化を見ることは大変興味深いことである．その為にβ（κ，y）を2次元3
スプラインの指数族で表しム。（ζ）を使って上記と同様の手続きで推定曲面が得られる．
            セパレート推測における尤度関数の解析













                   ローO
ρヵ（・，・）を考える．1im inf4ρi（θ十〃，θ）／秒2をs多（θlZ）とおき，これを族｛力θ｝のsensitivityと言う．
          0－O
61一〃π，κ∈／κ：加（κ）・・／；6θ一・，その他とお／と，1力θ1の鵠量行列はん（θ）一ψ1リ1・・1
と書ける．一般に，∫多（θl Z）≧f肌（θ）Zである．次の定義はPitman（1979）による．
